
１．川北小学校の沿革（概要）

明治　６年　３月 壱ツ屋村落小学校を設立する。（浄秀寺の家屋）

６年　９月 土室村落小学校を設立する。（佐野弥三郎氏の家屋）

      ９年　８月 壱ツ屋村落小学校を嘉誉小学校と改名する。（校舎新築）

土室村落小学校を練智小学校と改名する。

  　１７年　１月 嘉誉小学校は顕文小学校の分校となる。

  　７月 練智小学校の校舎を新築する。

   １８年　２月 高、中、初等小学校と定める。

３月 嘉誉小学校、練智小学校と合併する。

８月 練智小学校、土室小学校と改称する。

１９年　１月 壱ツ屋簡易科小学校を新設する。

２５年　４月 壱ツ屋尋常小学校を設置する。

３２年　４月 土室尋常小学校を設置する。

３３年　８月 義務教育四年制となる。

４０年　４月 義務教育八年制となる。

４１年　３月 壱ツ屋・土室尋常小学校は廃校となり、川北中尋常小学校と改称する。

６月 新校舎が落成する。

４３年　４月 川北尋常高等小学校と改称する。

大正１３年　３月 創立５０周年祭を行う。

昭和１６年　４月 川北国民学校と改称する。

２２年　４月 川北村立川北小学校と改称し、（６･３･３制施行）川北村立川北中学校を併設する。

２３年１２月 新築４０周年記念式を挙行する。

２６年１０月 川北村立川北中学校を分離する。

３１年　１月 新校舎が落成する。

３２年　５月 屋内体育館が落成する。

４１年　７月 水泳プールが落成する。

４９年　３月 開校１００年記念式典を挙行する。

５２年　３月 川北小学校防音校舎が落成する。

５５年　４月 町制施行にて、川北町立川北小学校となる。

６０年　３月 川北小学校講堂（第２体育館）が落成する。

平成　４年　７月 川北町水泳プール改築工事が落成する。

７年　８月 川北小学校外装大規模改修工事が竣工する。

　８年　８月 川北小学校内装大規模改修工事が竣工する。

１４年　８月 グラウンド改修工事が完了する。

１６年　７月 防音整備事業の起丁式を行う。

１７年　２月 新増築棟（別館）が完成する。

１８年１０月 文部科学省研究指定｢児童生徒の心に響く道徳教育推進事業｣研究発表を行う。

　２０年１２月 防音校舎（新館）増築・耐震補強事業（本館）が完成する。

２３年１０月 「道徳教育推進拠点校｣（「人と地域を生かした道徳教育講座」）研究発表を行う。

２４年１１月 「生活科・総合的な学習」研究発表会

２７年　９月 非構造部材耐震化工事、空調設備復旧工事が完成する。

２７年１１月 県教育委員会指定「学びの組織的実践推進事業」拠点校公開授業を行う。

２８年１１月 県教育委員会指定「学びの組織的実践推進事業」拠点校･連携校研究発表会を行う。

２９年１１月 県教育委員会指定「学びの組織的実践推進事業」拠点校･連携校研究発表会を行う。

３０年１０月 県教育委員会指定「人と地域を生かした道徳講座」公開発表会を行う。

令和　元年１１月 県教育委員会指定「英語教育強化拠点地域事業」公開発表会を行う。

２年１２月 ＧＩＧＡスクール対応工事が完了する。１人１台のタブレット完備。
２年１２月 川北小学校プール耐震補強工事が落成する。
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